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1 明治農法については参考文献一覧 (6) 所収の八木宏典「農業J を参照のこと。
























































































都市労働者の「勤勉J を考えるために大きく 2 つの段階を設定しましょう。第 1 段階は第 1
次世界大戦特需による労働力不足の深刻化をきっかけとした雇用制度の変化であり、第 2 段階
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